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ＥａｓｙＰＬＣ（ＤＩＰＰＬＣの評価ボード）マニュアル 

 

1. 概要 

 ＥａｓｙＰＬＣは、ＤＩＰＰＬＣの動作評価を目的として制作した評価ボードです。 

（ＤＩＰＰＬＣにつきましては、ＣＡＨのＨＰをご覧ください） 

この評価ボードには、入力８点（押し釦及び端子台）、出力６点（ＬＥＤ表示、トランジスタ出力）が

搭載されています。また、ＵＳＢ−シリアル変換ＩＣを搭載しておりますので、ＵＳＢのケーブルを接続

することにより、対応ＯＳ（Windows８以降）であれば、ドライバが自動でインストールされ、汎用のＣ

ＯＭポートとして使用することができます。 

＜注意事項＞ 

当方は本機の使用環境・用途における事故・損害に関しては一切の責任を負いませんのでご了承願い

ます。また、使用方法につきましては、当マニュアルおよび使用部品のデータシート等をご確認の上ご

使用ください。使用方法を間違えると機器等を破損することがございます。 

 

２．仕様 

電源電圧 ・ＵＳＢからの電源供給の場合  

Ｒ４のＪＰをショートさせると５Ｖで動作 

・外部からの電源供給の場合 

Ｒ４のＪＰを開放し、２４Ｖ−ＧＮＤ間にＤＣ７Ｖ～２４Ｖの

電源を供給して動作（ＰＩＣへは三端子で５Ｖに定電圧化して

供給） 

入力 フォトカプラ(TLP291)による信号取込。 

信号をＧＮＤにつなぐと１、開放で０となります。 

内部では、２４Ｖラインと接続していますので、外部でセンサ

またはスイッチの接続によりＧＮＤにつながる配線を作成し

てください。 

出力 フ ォ ト カ プ ラ (TLP291) を 中 継 し て 、 ト ラ ン ジ ス タ

(TD62083AF)で出力しています。 

TD62083AF は８回路入りの NPN 型トランジスタアレイで、

出力耐圧-0.5V～50V、出力電流は 100mA/ch 程度です。 

 

USB シリアル変換ＩＣ FT230XS を使用。Windows8 以降ならドライバは自動でイン

ストールされます。Windows7 以前ならＦＴＤＩ社（下記のア

ドレス）からドライバをダウンロードしてください。 

https://www.ftdichip.com/Drivers/D2XX.htm 
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３．回路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＩＣとＤＩＰＰＬＣの取り付け方について 

 ＰＩＣとＤＩＰＰＬＣの取り付け方については、方向があります。シルクパターンをご確認の上間違

えないよう取付ください。方向を間違えると故障の原因となります。ＩＣの切欠き（基板のマーク）を確

認し、合わせるように挿入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シルクの形状を確

認して挿入 

シルクの形状を確

認して挿入 
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４．シルクパターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5V-24V 

ショートピン 

デジタル入力・ア

ナログ入力切替 

アナログ入力接続部 
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５．使用方法について 

 （１）電源について 

・ＵＳＢケーブルからの電源で動作させる場合 

 Ｒ４のＪＰをショートさせてご利用ください。Ｒ４のＪＰをショートすることで、ＵＳＢの５Ｖライ

ンと２４Ｖラインをつなぐことができます。これにより、入力のＬＥＤおよび出力のＬＥＤを点灯させ

ることができます。また、外部の入力および出力機器を５Ｖで使用することができます。 

（注意）２４Ｖ−ＧＮＤ間に別電源は印加しないようにご注意ください。機器が破損する恐れがありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・２４Ｖからの電源で動作させる場合 

 Ｒ４のＪＰを開放させてご利用ください。この時、ＵＳＢのケーブルは差していただいても動作は致

します。（注意）Ｒ４のショートピンは必ずはずしてご利用ください。機器が破損する恐れがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5V-24V ショート

ピン付ける 

5V-24V ショート

ピンは外す。 
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（２）入力・出力の配線について 

  入力につきましては、内部でＤＣ２４Ｖライン及び抵抗・ＬＥＤに接続しています。入力は外部で、

ＧＮＤにつなぐ配線をすることで信号をＯＮにできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）シリアル通信によるプログラム書込み 

 

「ＬａｄｄｅｒＴｏｏｌ」またはシリアル通信ソフトウェア（ＴｅｒａＴｅｒｍ等）からのプログラム

書込みについて、ＵＳＢケーブルを指して Windows でデバイスを認識させてください。この時、認識さ

れたＣＯＭポートの番号をご確認ください。デバイスマネージャからポート番号を確認することができ

ます。通信プロトコルは、「通信速度（ボーレート）9600ｂｐｓ、データ⾧８bit、ストップビット 1bit、

パリティビットなし」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＳＷ１ 

ＳＷ2 

Relay１ 

(24V) 

Relay2 

(24V) 
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 （４）Ｘ０４Ｘ０５のデジタル入力およびアナログ入力について 

  

 Ｘ０４およびＸ０５は、デジタル入力とアナログ入力を切り替えることができます。 

 この切り替えを行う場合は、ソフトウェア上での設定および評価ボード上の切り替え両方が必要とな

ります。また、使用するピンの位置も異なりますのでご注意ください。また、アナログ入力で動作させる

場合ＡＤ変換動作はＲＵＮ状態の時に限られます。ＳＴＯＰ時は、ＡＤ変換動作はされませんのでご注

意ください。 

 ソフトウェア上の設定は、シリアル通信でコマンド「Ｘ０４Ａ」を送信すると、Ｘ０４をアナログ入力

に設定できます。「Ｘ０４Ｄ」を送信すると、Ｘ０４をデジタル入力に設定できます。Ｘ０５も同様にコ

マンドで設定できます。 

また、基板上では以下のジャンパを切り替えてご使用ください。以下の例は、Ｘ０４をアナログ入力、

Ｘ０５をデジタル入力とする設定です。接続は、基板の右下部となります。５ＶとＶｓｓの間をセンサの

電源として、ご利用ください。また、ＶＳＳ−Ａ０４間にアナログ信号（０～５Ｖ）を印加してください。

０～１０２３の値に変換して、Ｘ０４ＡはＤ０６に、Ｘ０５ＡはＤ０７に格納されます。 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 （５）２台のＤＩＰＰＬＣを接続する場合 

 ２台のＤＩＰＰＬＣを接続する場合、基板の左上のピンをご利用ください。２台のＤＩＰＰＬＣを連

携させた動作を行うことができます。詳細は、ＤＩＰＰＬＣのマニュアルをご一読ください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ショートピンの位置 
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 （６）ＵＳＢシリアル変換器としての利用 

 ＵＳＢシリアル変換ＩＣのみを利用して、一般的なマイコンと通信することが可能です。この場合、Ｐ

ＩＣ１６Ｆ８８のＣＰＵは接続しないようにしてください。ＰＩＣ１６Ｆ８８ＣＰＵが挿入されている

とＳＯピンに５Ｖの信号が出力されるため、一般的なマイコンが５Ｖタイプでない場合は故障する可能

性があります。一方、ＦＸ２３０ＸＳのＩＣは３．３Ｖ、５．０Ｖのトレラントタイプであるため 

ＰＩＣ１６Ｆ８８マイコンを取り付けない場合は、３．３Ｖマイコンと通信することができます。 

 

 

 

 

 （７）ＰＩＣ１６Ｆ８８ＣＰＵのプログラムをＭＰＬＡＢなどで開発する場合 

 

 ＭＰＬＡＢなどを利用し、Ｈｅｘファイルを作成したプログラムを書き込むことができます。ＤＩＰＰ

ＬＣのＯＳを間違って消さないようにご注意ください。別途、ＰＩＣ１６Ｆ８８ＣＰＵを購入し、ＰＩＣ

ＫＩＴ３などで、プログラムを書き込むことができます。 

 マイコンプログラムの学習用にご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


